







発芽が促進され 播種深度 - cm大粒区での出芽が促進された また 人為衝撃を加えた手刈り収穫種子で
も 発芽促進が認められた これらのことから 収穫時の衝撃が 種子の発芽出芽を促進する可能性が考
えられた また ポット栽培種子では水田栽培種子より発芽出芽が促進された シドリングケス出芽
試験では 播種深度 + cmの場合に種子形状の相違による差異は見られなかったが 播種深度 - cmでは 大
粒種子の出芽が顕著に促進された これらのことから コンバイン収穫による種子であっても大粒種子を用
いれば深播きでも出芽苗立ちに良い効果が出る可能性が考えられた
















際には 播種深度が ,.+ cm程度の岡山農試式不耕起穴播
法+-や 深さ / cmの V字型を作り 肥料と種子を施用















件の実験室において シャレにろ紙を ,枚敷き その上
に各区 -*粒ずつ播種し 発芽試験を行い発芽率および発
芽速度を調査した 反復無し収穫法の影響を比較するた









選した種子を用い 発芽 幼芽が +mm程度以上抽出 し
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た 平均 +粒重は 大粒は ,0./ mg, 小粒は ,,.+ mgであ





たり +0粒の乾を + cmおよび - cmの深さに播種し ,
反復で実験を行った 試験期間中土壌水分は + cm程度の
置き水をし 土壌乾燥を防ぐように努めた
栽培条件の異なる種子の出芽比較試験については ポッ
ト土耕によりあらかじめ開けておいた + cmおよび - cm
深度の穴に播種し軽く覆土をし 出芽率苗立ちを調査し
た +,*** aワグナポットに砂利 , kg, 砂 + kg, 関東








た 発根個体率の推移を図 ,に示した 発根は人為衝撃区
で促進されたが コンバイン区と手刈り区の間では大きな
差違は見られなかった 発芽開始後 1日目 置床後 ++日









また 同様にポット栽培種子の方が発根が早く 図 /








播種深度 + cmにおける出芽率の推移を図 1に 草丈の
推移を図 2に示した 両図にみられるように 出芽性や苗
立ち 草丈の大きさ について収穫法や種子の大小による
顕著な差異は認められなかった












図 ++ 草丈の推移を図 +,に示した いずれの区でも最終
的な出芽率にはあまり差異が認められないが いずれの播
種深度においても ポット栽培種子は水田栽培種子より出



































図 + 収穫方法の相違が発芽に及ぼす影響 図 . 栽培前歴の相違が発芽に及ぼす影響
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E#ects of Cultivating and Harvesting Conditions
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Summary : The seedling establishment is one of the most important factors for successful direct
sowing cultivation of paddy rice. This study aims to investigate e#ects of cultivating and harvesting
conditions on germination and emergence of direct-sown rice seeds. A Japanese cultivar Koshihikari
was used as experimental material. The study showed that seed germination and emergence tended
to be promoted by shock or injury given by the mechanical harvesting although the cause was not
necessarily clear and also that large seeds were easy to emerge when sown deeply in - cm depth.
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